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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の像が投影されるスクリーン面と、前記スクリーン面上の像を正立化させるため
の複数の反射面と、前記像を観察するための正の屈折力の接眼レンズとを含む一眼レフカ
メラにおいて、
　前記接眼レンズが、被写体側より順に、正の屈折力の第１レンズ成分と、正の屈折力の
第２レンズ成分と、負の屈折力の第３レンズ成分とを備え、前記第１レンズ成分と前記第
２レンズ成分との間隔および前記第２レンズ成分と前記第３レンズ成分との間隔を変化さ
せることにより視度調整を行い、かつ、次の条件式を満足することを特徴とする接眼レン
ズを備えた一眼レフカメラ。
　　０．１５　＜　ｔａｎ（Ｓ）　＜　０．３５
　　２．００　＜　ｆｂ／Ｙ　＜　４．００
　－０．６５　＜　ｆ３／ｆ　＜　－０．４５
　　１５ｍｍ　＜　Ｙ　＜　３０ｍｍ
　ただし、Ｓは第３レンズ成分の射出面から光軸方向に２３ｍｍ離れた光軸上の点を通過
する最軸外主光線と光軸との成す角度であり、視度０ｍ-1における角度、ｆｂはスクリー
ン面から第１レンズ成分の入射面までの空気換算長であり、視度０ｍ-1における空気換算
長、Ｙはスクリーン面における画面対角長、ｆ３は第３レンズ成分の焦点距離、ｆはスク
リーン面から接眼レンズ射出面までの全系の焦点距離であり、視度０ｍ-1における全系の
焦点距離である。
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【請求項２】
　前記第１レンズ成分、第２レンズ成分、第３レンズ成分が、夫々１つの単レンズまたは
１つの接合レンズからなることを特徴とする請求項１に記載の接眼レンズを備えた一眼レ
フカメラ。
【請求項３】
　前記第２レンズ成分のみを移動させることにより視度調整を行うようにしたことを特徴
とする請求項１又は２に記載の接眼レンズを備えた一眼レフカメラ。
【請求項４】
　前記第１レンズ成分が両凸形状に形成され、前記第２レンズ成分が被写体側に凸面を向
けたメニスカス形状または両凸形状に形成され、前記第３レンズ成分が被写体側面よりも
瞳側面の方が曲率半径の絶対値が小さい形状に形成されていることを特徴とする請求項２
に記載の接眼レンズを備えた一眼レフカメラ。
【請求項５】
　前記第１レンズ成分が両凸形状に形成され、前記第２レンズ成分が正レンズと負レンズ
とを接合した接合レンズであり且つ被写体側に凸面を向けた形状に形成され、前記第３レ
ンズ成分が被写体側面よりも瞳側面の方が曲率半径の絶対値が小さい形状に形成されてい
ることを特徴とする請求項２に記載の接眼レンズを備えた一眼レフカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、撮影レンズと一体に構成または撮影レンズとは独立して構成される、接眼レン
ズを備えた一眼レフカメラに関し、特に１３５ミリ版フイルムの半分程度の撮影画面をも
つ一眼レフカメラに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
１３５Ｆサイズの画面サイズをもつファインダー系の接眼レンズに関しては、従来より多
数の提案が成されている。
しかし、画面サイズの小さなカメラにおいて従来の接眼レンズをそのまま使ってしまうと
、観察像が小さくなり撮影者にとって使用時の疲労が大きい。
そこで、ファインダーにて大きな像を観察するためには接眼レンズの焦点距離を短くして
ファインダー倍率を高くする必要がある。
接眼レンズの焦点距離を短くした従来例としては、特公昭５７－６０６１２号公報、特公
平７－１０７５８１号公報や特開平１１－３３７８４７号公報等が記載のものがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、いずれの従来例も、画面サイズが大きかったり、あるいは画面サイズに比
べて正立系の光路長が短かかったりして、ファインダーを介して大きな像を観察するのに
十分ではなかった。
そこで本発明は、上記問題点に鑑みて、撮影画面サイズが１３５ミリ版フイルムよりも小
さく、光路長が長いファインダーであっても高倍率且つ見えの良い接眼レンズを備えた一
眼レフカメラを提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、被写体
の像が投影されるスクリーン面と、前記スクリーン面上の像を正立化させるための複数の
反射面と、前記像を観察するための正の屈折力の接眼レンズとを含む一眼レフカメラにお
いて、前記接眼レンズが、被写体側より順に、正の屈折力の第１レンズ成分と、正の屈折
力の第２レンズ成分と、負の屈折力の第３レンズ成分とを備え、前記第１レンズ成分と前
記第２レンズ成分との間隔および前記第２レンズ成分と前記第３レンズ成分との間隔を変
化させることにより視度調整を行い、かつ、次の条件式（１），（２），（４），（５）
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を満足することを特徴とする。
　　０．１５　＜　ｔａｎ（Ｓ）　＜　０．３５　　　　　　　　　　・・・（１）
　　２．００　＜　ｆｂ／Ｙ　＜　４．００　　　　　　　　　　　　・・・（２）
　－０．６５　＜　ｆ３／ｆ　＜　－０．４５　　　　　　　　　　　・・・（４）
　　１５ｍｍ　＜　Ｙ　＜　３０ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　　・・・（５）
　ただし、Ｓは第３レンズ成分の射出面から光軸方向に２３ｍｍ離れた光軸上の点を通過
する最軸外主光線と光軸との成す角度であり、視度０ｍ-1における角度、ｆｂはスクリー
ン面から第１レンズ成分の入射面までの空気換算長であり、視度０ｍ-1における空気換算
長、Ｙはスクリーン面における画面対角長、ｆ３は第３レンズ成分の焦点距離、ｆはスク
リーン面から接眼レンズ射出面までの全系の焦点距離であり、視度０ｍ-1における全系の
焦点距離である。
【０００８】
　また、本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、前記第１レンズ成分、第２
レンズ成分、第３レンズ成分が、夫々１つの単レンズまたは１つの接合レンズからなるこ
とが好ましい。
【０００９】
　また、本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、前記第２レンズ成分のみを
移動させることにより視度調整を行うことが好ましい。
　また、本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、前記第１レンズ成分、第２
レンズ成分、第３レンズ成分が、夫々１つの単レンズまたは１つの接合レンズからなる場
合において、前記第１レンズ成分が両凸形状に形成され、前記第２レンズ成分が被写体側
に凸面を向けたメニスカス形状または両凸形状に形成され、前記第３レンズ成分が被写体
側面よりも瞳側面の方が曲率半径の絶対値が小さい形状に形成されていることが好ましい
。
　更に、本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、前記第１レンズ成分、第２
レンズ成分、第３レンズ成分が、夫々１つの単レンズまたは１つの接合レンズからなる場
合において、前記第１レンズ成分が両凸形状に形成され、前記第２レンズ成分が正レンズ
と負レンズとを接合した接合レンズであり且つ被写体側に凸面を向けた形状に形成され、
前記第３レンズ成分が被写体側面よりも瞳側面の方が曲率半径の絶対値が小さい形状に形
成されていることが好ましい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　実施例の説明に先立ち、本発明の作用について説明する。
　ファインダー系の倍率を上げるためには、接眼レンズの焦点距離を短くすれば良いが、
一方で正立正像系を構成するために光路長を確保しなければならない。
　本発明が適用対象としている接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、高倍率であり、か
つ、大きな光路長を有しているため、接眼レンズの構成が難しくなる。
　また、画面サイズが小さいため、瞳からの射出角も小さくなってしまう。
　そこで、本発明では、射出角を大きくし、見やすいファインダーとするために、条件式
（１）を満たすように構成している。
　　０．１５　＜　ｔａｎ（Ｓ）　＜　０．３５　　　　　　　　　　・・・（１）
　ただし、Ｓは第３レンズ成分の射出面から光軸方向に２３ｍｍ離れた光軸上の点を通過
する最軸外主光線と光軸との成す角度であり、視度０ｍ-1における角度、ｔａｎ（Ｓ）は
そのタンジェントを表している。
　また、ここでは、観察者瞳位置が第３レンズ成分の射出面から光軸方向に２３ｍｍ離れ
た位置にあると仮定し、その位置での最大射出角をＳとしている。
【００１１】
条件式(1)の上限を上回ると、少ないレンズ枚数にて十分な収差補正を行うことが難しく
なる。
一方、条件式(1)の下限を下回ると、面画が小さくなりすぎるため見にくいファインダー
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となってしまう。
【００１２】
　条件式（１）の射出角の条件を満足させ、且つ、像正立を行う複数の反射面を配するた
めの光路長を確保するために、基本的に焦点距離に比べて前側焦点までの距離が長い光学
系を構成する必要が生じる。
　そこで、本発明では、前記接眼レンズを、被写体側より順に、正の屈折力の第１レンズ
成分、正の屈折力の第２レンズ成分、負の屈折力の第３レンズ成分を備えた構成とし、焦
点距離に比べて第１レンズ入射面からスクリーン面までの距離が長い光学系を達成してい
る。それにより、反射面の配置の自由度を確保できる。
【００１３】
　さらに、本発明においては、このような基本構成に加え、次の条件式（２），（４），
（５）のいずれか１つ又は複数を満たすように構成すると、見えのより良好なファインダ
ー系を構成できる。
　　２．００　＜　ｆｂ／Ｙ　＜　４．００　　　　　　　　　　　　・・・（２）
　－０．６５　＜　ｆ３／ｆ　＜　－０．４５　　　　　　　　　　　・・・（４）
　　１５ｍｍ　＜　Ｙ　＜　３０ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　　・・・（５）
　ただし、ｆｂはスクリーン面から第１レンズ成分の入射面までの空気換算長であり、視
度０ｍ-1における空気換算長、Ｙはスクリーン面における画面対角長、ｆ３は第３レンズ
成分の焦点距離、ｆはスクリーン面から接眼レンズ射出面までの全系の焦点距離であり、
視度０ｍ-1における全系の焦点距離である。
【００１４】
条件式(2)は、スクリーン面から第１レンズ成分の入射面までの好ましい空気換算長を規
定する条件式である。
一般的には、スクリーン面から第１レンズ成分の入射面までのスペースにペンタダハプリ
ズムあるいはペンタダハミラー等の正立正像光学系が配置される。従って、スクリーン面
から第１レンズ成分の入射面までのスペースに、これらのプリズムあるいはミラーが問題
なく構成することができるだけの光路長が必要となる。
条件式(2)の下限を下回ると、反射面同士の干渉が生じやすくなってしまう。
一方、ファインダーの場合は画面の周辺に表示部材等を配置することも多く、その分だけ
長い光路長を必要とする。そのため、条件式(2)の上限を上回ると、少ないレンズ枚数で
もって十分な収差補正を行うことが困難となる。
【００１５】
　条件式（４）は、収差補正と光路長確保をバランスさせるために、第３レンズ成分の焦
点距離を規定する条件式である。
　条件式（４）の下限を下回って負の屈折力が弱くなると、光路長の確保が難しくなる。
　一方、条件式（４）の上限を上回って負の屈折力が強くなると、少ないレンズ枚数でも
って十分な収差補正を行うことが難しくなる。
【００１６】
条件式(5)は、上述の接眼レンズの構成において適する画面対角長を規定する条件式であ
る。
条件式(5)の下限を下回ると、少ないレンズ枚数でもって所望の視野角を得ることが難し
くなる。
条件式(5)の上限を上回ると、上述のような接眼レンズの構成を用いなくても十分な視野
角と収差補正が行うことができるようになるが、画面が大きくなることによりカメラ全体
のコンパクト化に制限を受けてしまう。
【００１７】
また、視度調節に関しては、第１レンズ成分と第２レンズ成分の間隔、及び第２レンズ成
分と第３レンズ成分の間隔の双方を移動させて視度調整を行うようにすると、視度調整に
伴う収差変動を抑えることが可能となる。
【００１８】
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また、視度調整のために、第２レンズ成分のみを移動させる構成としても良い。
このように構成すれば、可動群である第２レンズ成分の前後のレンズ成分を固定レンズと
することで、例えばそれらのレンズ成分間を密閉することにより。ファインダー内へのゴ
ミの進入を防ぐことができる。
また、第２レンズ成分のみを移動させる構成とすれば、第１レンズ成分が固定となり、こ
のレンズ成分の周辺の空間に、他の部材（例えばストロボ接点機構の一部や視野内表示機
構の一部等）を配置できるため、コンパクト化するのに好ましい。
【００１９】
また、接眼レンズのレンズ構成に関しては、第１レンズ成分、第２レンズ成分、第３レン
ズ成分を、夫々１つの単レンズまたは１つの接合レンズからなるようにすると、少ないレ
ンズ枚数で十分に収差補正と光路長の確保が行える。
【００２０】
更に、第１レンズ成分を両凸形状とし、第２レンズ成分を被写体側に凸面を向けたメニス
カス形状もしくは両凸形状とし、第３レンズ成分を被写体側面よりも瞳側面の方が曲率半
径の絶対値が小さい形状とすれば、収差補正を行うことができ、且つ、接眼レンズの構成
長を短くすることができるのでより好ましい。
【００２１】
また、収差補正、特に色収差を良好に補正するために、第１レンズ成分あるいは第２レン
ズ成分の少なくとも一方を接合レンズで構成するのが好ましい。特に、製造コストを考慮
すると、レンズ径の小さくなる第２レンズ成分に接合レンズを用いるのがより好ましい。
その際、第１レンズ成分と第３レンズ成分を夫々単レンズで構成すれば、製造コストがよ
り抑えられる。
【００２２】
また、第２レンズ成分の接合面が負の屈折力を持つようにすれば、第２レンズ成分の射出
面に負の屈折力を持たせなくてもよくなる。
【００２３】
　次に、上述の条件式（１），（２），（４），（５）に関し、より好ましい数値範囲を
示す。
　条件式（１）に関しては、下限値を０．２０又は０．２２とするのがより好ましい。
　また、上限値を０．３０又は０，２５とするのがより好ましい。
【００２４】
条件式(2)に関しては、下限値を２．７０又は２．９５とするのがより好ましい。
また、上限値を３．０又は３．２０とするのがより好ましい。
例えば、次の条件式(6)を満足する構成とするのがより好ましい。
２．７０＜　ｆｂ／Ｙ　＜　３．２０　　　　　　　　　　　　…(6)
ただし、ｆｂはスクリーン面から第１レンズ成分の入射面までの空気換算長であり、視度
０ｍ-1における空気換算長、Ｙはスクリーン面における画面対角長である。
【００２５】
　条件式（４）に関しては、上限値を－０．５０とするのがより好ましい。
　例えば、次の条件式（８）を満足する構成とするのがより好ましい。
　－０．６５　＜　ｆ３／ｆ　＜　－０．５０　　　　　　　　　　　・・・（８）
　ただし、ｆ３は第３レンズ成分の焦点距離、ｆはスクリーン面から接眼レンズ射出面ま
での全系の焦点距離であり、視度０ｍ-1における全系の焦点距離である。
【００２６】
条件式(5)に関しては、下限値を１７ｍｍ、又は２０ｍｍとするのがより好ましい。
また、上限値を２６ｍｍとするのがより好ましい。
例えば、次の条件式(9)を満足する構成とするのがより好ましい。
２０ｍｍ　＜　Ｙ　＜　２６ｍｍ　　　　　　　　　　　　　　…(9)
【００２７】
以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。
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図１は本発明の接眼レンズを備えた一眼レフカメラの一実施形態を示す各実施例に共通の
概略構成図である。
図１の一眼レフカメラ１は、図示しないマウント部により、カメラに対して撮影レンズ２
が交換可能に構成されている。なお、本発明では撮影レンズを含まない構成であっても、
撮影レンズが装着可能に構成されていれば一眼レフカメラであるものと定義する。
【００２８】
図１において、４は電子撮像素子としてのＣＣＤであり、このＣＣＤからの信号を元に処
理回路で画像処理を行い、メモリーに画像情報を記憶させる。記憶された画像情報は、図
示しないパソコン等により画像表示を行ったり、種々の情報記憶媒体に情報を記録し、保
管することができる。
５は撮影レンズ２の光軸３上に撮影レンズ２とＣＣＤ４との間に配置されたクイックリタ
ーンミラー、６はクイックリターンミラーより反射された光路に配置されたファインダー
スクリーンであり、入射面又は射出面側は砂ずり面等で構成されている。
７はペンタダハプリズムであり、ペンタダハプリズム７は光路順に、平面入射面７ａ、ダ
ハ反射面７ｂ、平面反射面７ｃ、平面射出面７ｄを備えて構成されている。
８は接眼レンズであり、後述する各実施例に示すいずれかの態様で構成されている。
接眼レンズ８の射出側には、カバーガラスとしての平行平面板９が設けられている。
そして、射出した光束は観察者の瞳１０に導かれ、撮影しようとする画像が観察される。
【００２９】
なお、本発明の一眼レフカメラは、撮影レンズ２が一眼レフカメラ本体と一体化し、一眼
レフカメラに対して交換可能でない構成であっても構わない。
また、ＣＣＤ４の代わりに写真用フイルムを配置した構成であっても構わない。
また、クイックリターンミラー５の代わりにハーフミラーや光路分割プリズムを用いた構
成であっても構わない。
また、スクリーン面６は砂ずり面のほかに、微小プリズムの集合した面や、ホログラム面
等で構成してもよい。
また、スクリーン面６に対向する面をフレネルレンズ面や凸面等の収斂作用を持つ光学面
で構成し、画面周辺の集光作用を高めるようにしてもよい。
【００３０】
また、ペンタダハプリズム７のほかに、ダハミラーと平面ミラーとからなる構成や、夫々
別個に像正立のための複数の反射面をもつ構成としてもよい。
また、この像正立系にプリズムを用いる場合は、入射面や射出面に光学的屈折力をもたせ
るか、又は、スクリーン面６の近傍に視野レンズを配置することで、より収差補正、集光
効率の向上等を行うことが可能となる。
この場合、全系の焦点距離ｆはこのプリズムの屈折力も加えた値となる。一方、空気換算
長ｆｂはスクリーン面６から接眼レンズ８の第１レンズ成分８ａの入射面までの空気換算
長でよい。
【００３１】
また、カバーガラス９はあってもなくてもよいが、カバーガラス９を有する構成において
は、角度Ｓの定義において、接眼レンズ８の第３レンズ成分８ｃの射出面から空気換算長
にて光軸方向に２３ｍｍ離れた光軸上の点での最軸外主光線と光軸とのなす角とする。
また、視度調整は、後述する各実施例のように、第２レンズ成分のみを移動させて行って
も良いし、複数のレンズ成分を移動させても良い。
【００３２】
図２、３は本発明の各条件式における各要素を説明するための図である。
図２は砂ずり面等で構成されるスクリーン面６を示したものである。スクリーン面６上若
しくはその近傍には、視野範囲を制限するための構成（例えば黒塗り、視野枠等）が施さ
れている。なお、Ｙは、スクリーン面６上における観察可能な範囲の画面対角長である。
【００３３】
図３は角度Ｓについての説明図である。この説明図のように、第３レンズ成分の射出面か
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ら２３ｍｍ離れた位置に観察者の瞳が位置した場合の最大視野角をＳとしている。
つまり、Ｓは、接眼レンズ８の第３レンズ成分８ｃの射出面から光軸方向に２３ｍｍ離れ
た光軸上の点を通過する最軸外主光線と光軸との成す角度である。
【００３４】
第１実施例
図４は本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラの第１実施例にかかる光学構成を
示す光軸に沿う断面図であり、視度が０ｍ-1のときの状態を示している。なお、図４にお
ける平行平板状部材は説明の便宜上ペンタダハプリズムを転開して示したものである。図
５～７は第１実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
、図５は視度が＋１ｍ-1のとき、図６は視度が０ｍ-1のとき、図７は視度が－３ｍ-1のと
きの状態を示している。なお、図５～７の球面収差と像面湾曲における横軸は視度（ｍ-1

）であり、倍率色収差における横軸は角度（分）である。
第１実施例の接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、ペンタダハプリズム７と、接眼レン
ズ８を備えている。
接眼レンズ８は、被写体側より順に、両凸レンズからなる正の屈折力を有する第１レンズ
成分８ａと、被写体側に凸面を向けたメニスカスレンズからなる正の屈折力を有する第２
レンズ成分８ｂと、両凹レンズからなる負の屈折力を有する第３レンズ成分８ｃとで構成
されている。また、視度調整は第２レンズ成分８ｂを移動して行うようになっている。
【００３５】
次に、第１実施例にかかる接眼レンズを備えた一眼レフカメラを構成する光学部材の数値
データを示す。
なお、第１実施例の数値データにおいて、ｒ1、ｒ2、…は各レンズ面又はプリズム面の曲
率半径、ｄ1、ｄ2、…は各レンズ又はプリズムの肉厚または空気間隔、ｎd1、ｎd2、…は
各レンズ又はプリズムのｄ線での屈折率、νd1、νd2、…は各レンズ又はプリズムのアッ
べ数、ｆｌはスクリーン面から接眼レンズ射出面までの全系の焦点距離を表している。
なお、これらの記号は後述の実施例の数値データにおいても共通である。
【００３６】
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【００３７】
第２実施例
図８は本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラの第２実施例にかかる光学構成を
示す光軸に沿う断面図であり、視度が０ｍ-1のときの状態を示している。なお、図８にお
ける平行平板状部材は説明の便宜上ペンタダハプリズムを転開して示したものである。図
９～１１は第２実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であ
り、図９は視度が＋１ｍ-1のとき、図１０は視度が０ｍ-1のとき、図１１は視度が－３ｍ
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-1のときの状態を示している。なお、図９～１１の球面収差と像面湾曲における横軸は視
度（ｍ-1）であり、倍率色収差における横軸は角度（分）である。
第２実施例の接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、ペンタダハプリズム７と、接眼レン
ズ８を備えている。
接眼レンズ８は、被写体側より順に、両凸レンズからなる正の屈折力を有する第１レンズ
成分８ａと、被写体側に凸面を向けたメニスカスレンズからなる正の屈折力を有する第２
レンズ成分８ｂと、両凹レンズからなる負の屈折力を有する第３レンズ成分８ｃとで構成
されている。また、視度調整は第２レンズ成分８ｂを移動して行うようになっている。
【００３８】
次に、第２実施例の接眼レンズを構成する光学部材の数値データを示す。
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【００３９】
参考例
　図１２は本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラの参考例にかかる光学構成を
示す光軸に沿う断面図であり、視度が０ｍ-1のときの状態を示している。なお、図１２に
おける平行平板状部材は説明の便宜上ペンタダハプリズムを転開して示したものである。
図１３～１５は参考例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であ
り、図１３は視度が＋１ｍ-1のとき、図１４は視度が０ｍ-1のとき、図１５は視度が－３
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ｍ-1のときの状態を示している。なお、図１３～１５の球面収差と像面湾曲における横軸
は視度（ｍ-1）であり、倍率色収差における横軸は角度（分）である。
　参考例の接眼レンズを備えた一眼レフカメラは、ペンタダハプリズム７と、接眼レンズ
８を備えている。
　接眼レンズ８は、被写体側より順に、両凸レンズからなる正の屈折力を有する第１レン
ズ成分８ａと、両凸レンズ８ｂ1と凹メニスカスレンズ８ｂ2との接合レンズからなり被写
体側に凸面を向けた正の屈折力を有する第２レンズ成分８ｂと、凹メニスカスレンズから
なる負の屈折力を有する第３レンズ成分８ｃとで構成されている。また、視度調整は第２
レンズ成分８ｂを移動して行うようになっている。
【００４０】
次に、第３実施例の接眼レンズを構成する光学部材の数値データを示す。
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【００４１】
　次に、各実施例及び参考例の本発明の条件式の数値を下表に示す。
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【００４２】
なお、本発明の各実施例は、射出瞳が接眼レンズの最終レンズ面から２３．０ｍｍ離れた
位置に形成されることを想定して設計したものである。
【００４３】
　また、各条件式の要素値は下表の通りである。

【００５６】
【発明の効果】
以上、本発明の接眼レンズを備えた一眼レフカメラによれば、画面サイズが１３５Ｆの半
分程度で、光路長の長いファインダーにおいて高倍率かつ見えの良い接眼レンズを備えた
一眼レフカメラを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の接眼レンズを備えた一眼レフカメラの一実施形態を示す各実施例に共通
の概略構成図である。
【図２】本発明の各条件式における要素を説明するための図であり、砂ずり面等で構成さ
れるスクリーン面を示したものである。
【図３】本発明の各条件式における要素を説明するための図であり、角度Ｓについての説
明図である。
【図４】本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラの第１実施例にかかる光学構成
を示す光軸に沿う断面図であり、視度が０ｍ-1のときの状態を示している。
【図５】第１実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
、視度＋１ｍ-1のときの状態を示している。
【図６】第１実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
、視度０ｍ-1のときの状態を示している。
【図７】第１実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
、視度－３ｍ-1のときの状態を示している。
【図８】本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラの第２実施例にかかる光学構成
を示す光軸に沿う断面図であり、視度が０ｍ-1のときの状態を示している。
【図９】第２実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
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、視度＋１ｍ-1のときの状態を示している。
【図１０】第２実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であ
り、視度０ｍ-1のときの状態を示している。
【図１１】第２実施例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であ
り、視度－３ｍ-1のときの状態を示している。
【図１２】　本発明による接眼レンズを備えた一眼レフカメラの参考例にかかる光学構成
を示す光軸に沿う断面図であり、視度が０ｍ-1のときの状態を示している。
【図１３】　参考例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
、視度＋１ｍ-1のときの状態を示している。
【図１４】　参考例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
、視度０ｍ-1のときの状態を示している。
【図１５】　参考例における球面収差、像面湾曲、歪曲収差、倍率色収差を示す図であり
、視度－３ｍ-1のときの状態を示している。
【符号の説明】
１　　　　　一眼レフカメラ
２　　　　　撮影レンズ
３　　　　　光軸
４　　　　　ＣＣＤ
５　　　　　クイックリターンミラー
６　　　　　スクリーン面
７　　　　　ペンタダハプリズム
８　　　　　接眼レンズ
８ａ　　　　正の屈折力を有する第１レンズ成分
８ｂ　　　　正の屈折力を有する第２レンズ成分
８ｂ1　　　 両凸レンズ
８ｂ2　　　 凹メニスカスレンズ
８ｃ　　　　負の屈折力を有する第３レンズ成分
９　　　　　平行平面板（カバーガラス）
１０　　　　観察者の瞳（射出瞳）



(15) JP 4212295 B2 2009.1.21

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(16) JP 4212295 B2 2009.1.21

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(17) JP 4212295 B2 2009.1.21

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(18) JP 4212295 B2 2009.1.21

【図１４】 【図１５】



(19) JP 4212295 B2 2009.1.21

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０４－０４２１１１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－１０８５１６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－３１９７２５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－３１９７２３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１２３４３６（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－１３５９１４（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６１－１５６０１７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02B   9/00 - 17/08
              G02B  21/02 - 21/04
              G02B  25/00 - 25/04


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

